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視覚的物体認知は，ヒトの高次視覚認知メカニズムの最も重要な要素のひとつ

である。その第一の役割は物体を同定する（再認・命名する）ことだが，その後

に行われる種々の目的志向的な行動を考えると，「その物体が何であるか」以外に

も物体の様々な情報を獲得する必要があるだろう。例えば道具を手に取って使う

場合や，複数の物体が含まれる複雑な情景の理解には，物体が観察者に対してど

のような方向を向いているかを知覚することが重要である。本論文では，視覚系

が日常物体の方向をどのように知覚しているのか，また物体方向知覚は物体同定

とどのような関係にあるのかを実験的に検討し，視覚的物体認知メカニズムの新

しく統合的な理解を提供する。 

まず第 1 章では，序論として，これまでの視覚的物体認知研究の中で物体方向

が関係している知見を概観する。心理物理的実験研究からは，物体同定のしやす

さに物体方向が影響するという視点依存性の問題と，物体方向によって異なる物

体の見え（view）はいくつかのカテゴリに分類できるというアスペクト・グラフ
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の理論を取り上げ，物体方向は必ずしも物理的に正確に知覚されるのではなく，

カテゴリ的に知覚されるのではないかという仮説を提案する。さらに神経科学的

諸研究からは，物体方向の処理が物体同定のための処理を行っているとされる神

経機構とは別個の神経機構によって行われているのではないかという示唆を得る。 

第 2 章では，日常物体の画像刺激を用いて行動実験を行い，物体方向知覚の基

本的な特性を検討した。具体的には，物体方向の 15°の違いを検出する実験課題

を行い，前や後ろ方向では物体方向の違いが視覚的に顕著だが斜め方向ではそう

ではないことがわかった。またこれは前や後ろ方向でその方向に特異的に現れる

視覚的特徴（水平輪郭線や輪郭の対称性など）の影響であることも確かめた。前

や後ろ方向とそれ以外の斜めの方向とは異なるカテゴリの方向として知覚されて

いるため，前・後ろ方向と斜め方向との間では方向ずれが検出しやすいが，斜め

方向同士は違いが検出しにくいと考えられる。また，従来物体同定が困難だとさ

れてきた前や後ろ方向の偶然的見え（accidental view）でむしろ物体方向知覚が正

確だという知見は，物体同定と物体方向知覚が異なるメカニズムに基づいている

という示唆に適合的である。 

第 3 章では，上述の実験結果を踏まえて，知覚された（主観的な）物体方向が

物理的な物体方向とは必ずしも一致せず，一定の誤りを伴っているのではないか

という仮説を検証する。物体方向を直接に評定する実験課題を行い，前や後ろに

近い方向では知覚された物体方向は正確だが，斜め方向では前や後ろとの方向の

違いを過大視するような誤りがあることがわかった。この結果は，やはり前や後

ろといった物体方向（偶然的見え）と，それ以外の斜めの物体方向（非偶然的見

え）とが異なるカテゴリとして処理されていることを示唆している。 

第 4 章では，物体方向知覚と物体同定とがどのような関係にあるのかを，典型

的見え・偶然的見えの違いの問題を通して詳しく検討した。物体同定についての
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先行研究の知見と第 2・3 章で得られた物体方向知覚の特性，さらにいくつかの追

加実験の結果から，物体方向知覚の正確さと物体同定のしやすさは逆の傾向を示

すことを確かめた。つまり，物体同定がしやすい典型的見えでは物体方向知覚は

不正確となり，物体同定が難しい偶然的見えでは物体方向知覚は正確なのである。

このことは，物体方向知覚と物体同定とが基本的に異なる処理過程であるだけで

はなく，両者は相反する機能を同時に満たすために相補的に働いているのだとい

うことを示唆している。 

これらの知見を踏まえ，第 5 章の総合考察では，これまで主として物体同定過

程の側面からしか語られてこなかった視覚的物体認知メカニズムについて，物体

方向知覚過程という別の側面から光を当て，統合的な理解を試みた。物体は，前

や後ろなどの一部の方向ではその方向に特異的な視覚特徴を多くもたらすが，逆

に方向に依存せず多くの方向に共通してその物体に見られる視覚特徴を欠いてい

る場合が多い。このため物体方向は正確に知覚できるが，視点非依存的特徴に基

づいて行われる物体同定は難しくなると考えられる。斜めの方向ではその逆で，

視点非依存的特徴の量が多いために物体方向はわかりにくいが，同定はしやすい。

両者はそれぞれ異なるカテゴリの方向として処理されることとなる。そして斜め

方向のカテゴリでは，そこに含まれる物体方向が比較的広い範囲にわたるため，

結果として親近性が高くその物体の典型的な見えとして認知されるのだと考えら

れる。 

神経科学的研究を概観すると，物体の偶然的見えに対しては，通常の物体同定

処理を行っているとされる腹側視覚経路ではなく背側視覚経路が関わるという可

能性が指摘できる。これは物体方向の正確な知覚や，偶然的な見えの処理に適し

た物体認知メカニズムが背側経路にあることを示唆している。一方で，物体方向

の情報は捨象するかわりに効率的な物体同定を行うような，典型的見えに対して
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最適な物体認知メカニズムが，これまでよく検討されてきたような腹側視覚経路

の機構なのだと考えられる。視覚的物体認知のメカニズムは，このような相反す

る特性を持った 2 つのメカニズム（方向特異的視覚特徴を処理し，物体方向知覚

に最適なものと，方向非依存的視覚特徴を処理し，物体同定に最適なもの）が協

働することで，物体同定や物体方向知覚といった物体に関する多様な処理を同時

に実現し，種々の認知機能に貢献しているのだと考えられる。 

 


